
株主のみなさまへ
第87期　中間報告書
2009年4月1日から2009年9月30日まで
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　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼
申しあげます。
　当社第87期中間報告書をお届けするにあたり、ごあいさつ
申しあげます。
　当第２四半期累計期間（2009年4月1日から2009年9月30日
まで）の事業環境は、景気の先行きに対する不安から個人
消費の回復に力強さが見られない中、環境性能の向上に貢献
する商品の開発・拡販に取り組み、スクラップインセンティブや
環境対応車に対する減税などとの相乗効果が得られたものの、
主要市場での自動車需要は依然として低調で、売上高は
8,808億円と前年同期に比べ32.5％の減収となりました。
　一方、利益面では、構造改革の取り組みによる原価改善活動
の成果はあったものの、売上高減少の影響が大きく、34億円の
営業損失となりました。
　また、余剰生産設備の減損損失を計上したことにより、純損失
は347億円となりましたが、中間配当金につきましては、株主
のみなさまの日頃のご支援にお応えするため、1株につき10円

とさせていただきました。
　世界規模で深まる景気減速を背景にした自動車市場の
先行き不透明感に加え、世界的な環境規制の強化や低コスト
化へのニーズの高まりなど、開発競争が激化しており、事業を
取り巻く環境は一段と厳しさを増しています。このような中で、
当グループは、足元の厳しい局面を乗り切り、次の時代を切り
拓いていくために、スリムで強固な企業体質への変革を目指
しています。そのために、生き残りをかけた構造改革の断行
と、お客様の視点に立った新商品の開発や新たな市場の
開拓、確かなものづくりの力に裏打ちされた競争力の確保
に、グループの総力をあげて取り組んでまいります。
　さらに、社会から信頼される人・企業として、企業活動の全て
にわたり、社会との共生を意識した行動を絶えず心掛け、社会
との調和ある成長と社業の発展に努めてまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、引き続き変わらぬご支援
とご指導を賜りますようお願い申しあげます。
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株主のみなさまへ Top Message
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■売上高
8,808億円（前年同期比 32.5％減）
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■1株当たりの当期純利益
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当第2四半期連結累計期間
通期

■営業利益
　 △34億円
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見通しに関する注意事項 ： この中間報告書に記載されている当社および当社グループ各社の現在の計画、見通し、戦略等は、現在入手可能
な情報に基づく見込みであり、実際の業績はこれらの業績予測とは異なる可能性があります。従って投資判断に
際しましては、これらの計画、見通し等に全面的に依拠することはお控えくださいますようお願いいたします。
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Financial Highlights財務ハイライト
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売上高
8,808億円

ブレーキ及びシャシー関連
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ボディ関連
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エンジン関連
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情報関連他
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住生活関連機器 その他
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（前年同期比32.5%減）

製品別売上高構成比率（2009年度第2四半期累計期間）

地域別売上高（2009年度第2四半期累計期間）地域別売上高構成比率（2009年度第2四半期累計期間）

（27.5%減）

（38.6%減）

（38.0%減） （49.8%減）

※（ ）カッコ内の数字は前年同期比
その他の地域（アジア他）
786億円

日 本
6,516億円

欧 州
601億円

北 米
904億円

ボディ関連 情報関連他

ブレーキ及び
シャシー関連

ドライブトレイン
関連

エンジン関連
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事業概況（製品別・地域別） Segment Information



日 本
74.0%

ドライブトレイン
関連
41.4%

●オートマチックトランスミッション（AT）
●マニュアルトランスミッション（MT）
●オートメーテッド マニュアルトランスミッション

●無段変速機（ＣＶＴ）
●ハイブリッドシステム
●クラッチディスク・カバー

ドライブトレイン関連 3,647億円（前年同期比33.4%減）

●ドアフレーム
●ドアハンドル

●ドアロック
●パワースライドドアシステム
●パワーバックドアシステム

●サンルーフ
●パワーシート
●体重検知センサー

●ウォーターポンプ
●オイルポンプ
●ピストン

●インテークマニホールド
●エキゾーストマニホールド
●可変バルブタイミング機構（VVT）

●カーナビゲーションシステム
●駐車アシストシステム
●レーン逸脱報知システム

●インテリジェント パーキング アシスト
●フロント&サイドモニターシステム
●ドライバーモニターシステム

●ベッド・寝装品
●ミシン
●シャワートイレ

●住宅設備機器
●電動車いす
●ガスヒートポンプエアコン（GHP）

●ペルチェモジュール 
●ファイバーレーザー
●バイオ関連機器

●ブレーキマスターシリンダー
●ディスクブレーキ
●ドラムブレーキ

●アンチロック ブレーキ システム（ABS）
●ESC（横滑り防止装置）
●エアサスペンションシステム

ブレーキ及びシャシー関連 1,759億円（前年同期比34.0%減）

ボディ関連 1,613億円（前年同期比30.3%減）

エンジン関連 886億円（前年同期比32.0%減）

情報関連他 509億円（前年同期比32.8%減）

粗形材関連
※売上高については自動車関連分野の各々の製品に含まれています。

住生活関連機器 その他 392億円（前年同期比25.7%減）

高容量前輪駆動車用6速AT

ブレーキブースター＆マスターシリンダー ABS

前輪駆動車用6速MT

ウォーターポンプ

パワースライドドアシステム 電動格納シート

エンジンフロントモジュール

カーナビゲーションシステム インテリジェント パーキング アシスト

ダイクエンチ工法軽量バンパーリーンフォースメント 高性能塗布型制振材

ミシンベッド

●アルミダイキャスト製品
●プレス製品 ●樹脂成形・化成品

●マグネシウムダイキャスト製品
●鋳鉄製品
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製品概要 AISIN at a Glance



中国の一汽轎車股份有限公司、
東風汽車公司とＡＴの取引を開始
し、中国国内で販売開始したセダン
タイプの新型車両「奔騰（Besturn）
B50」や「風神（AEOLUS）」に
搭載されました。

アイシン・エィ・ダブリュ
※Lepelletier方式に基づく

中容量FF6速オートマチックトランスミッション
「TF-60SN」

小中容量FF6速MT
「BJ6」

アドヴィックス

GHPシリーズ

中国メーカー２社とオートマチックトランス
ミッション（ＡＴ）の新規取引開始 

省エネで小型・軽量なガスヒートポンプエアコン
「E1シリーズ」を新発売

アイシン精機

川で生物を採取する子供たち
アイシン精機

「Jコンセプト」 シリーズ
アイシン精機

欧州市場へ新規投入されたトヨタ自動
車のコンパクトSUV「アーバンクルー
ザー」に搭載される「小中容量FF6速
MT」の生産を開始致しました。このMT
は、欧州向けの「カローラ」や「オーリス」
にも搭載されています。

アイシン・エーアイ

小型・軽量化により省エネ性能を
向上させたガスヒートポンプエアコン
（ＧＨＰ）「E１シリーズ」を2009年6月
に発売しました。従来機に比べガス
消費量が１４％削減でき、CO2排出量
に換算すると約７％の削減に貢献
します。

ブレーキ事業の基盤強化に向け生産拠点の再編に着手

小中容量ＦＦ６速マニュアルトランス
ミッション（ＭＴ）生産開始

ASLEEP「Ｊコンセプト」シリーズ新発売 小学生と川の水生生物調査を実施
日本人の好み・生活・体型・睡眠を徹底的に研究して開発した
ベッドの新シリーズ「Jコンセプト」を2009年７月に発売しました。

このシリーズのマットレスは、お客様
の好みや寝方によって硬さが選べる
ほか、マットレスのカバーの水洗い、
日干しができます。さらに分別廃棄
できるリサイクル設計なども評価
され、グッドデザイン賞を受賞しました。

愛知県西尾市の小学生を招待し、工場に隣接する川
の水生生物調査と工場排水施設の見学会を開催しま

した。川ではウナギやナマズなど
１９種類の生物が採取され、
身近な川にも多数の生物が
生息していることを子供たち
に実感してもらいました。

ブレーキ事業の開発・生産の連携による商品・コスト競争力
の強化や事業運営の効率化を図るため、アイシン精機

のブレーキ生産事業の一部
をアドヴィックスに譲渡する
基本合意を結びました。詳細
については、2010年3月末
までに両社で協議し、譲渡は
4月以降の予定です。
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トピックス Topics



エンジン冷却用
電動ウォーターポンプ
［アイシン精機］

従来の機械式とは異なり、動力源
をバッテリーとし、エンジンの冷却
をより最適に近い状態にコント
ロール。ウォーターポンプを駆動
するためエンジンにかかっていた
負荷も軽減、エンジン周りも簡素化
し、車両全体の
燃費の約２％
向上に貢献し
ています。

ＨＤＤナビゲーションシステム
［アイシン・エィ・ダブリュ］

ECB
（電子制御システム）
［アドヴィックス］ ※トヨタ自動車と共同開発

減速時のエネルギーを電気に換えて回収、再利用
する回生ブレーキという仕組みを最も効率よく行なえ
るように制御するブレーキです。

どれだけ環境負荷がかからない
運転であるかを表示する「エコレベルメーター」や、1分間隔
での平均燃費をグラフで表示する「毎分燃費表示」など
の「エコドライブ画面」で環境に優しい運転を支援します。

情報関連
駐車アシスト、ＧＰＳアンテナ、ＨＤＤ
ナビゲーションシステム ほか

ブレーキ及びシャシー関連

ボディ関連ドライブトレイン＆エンジン関連

ECB関連製品（ブレーキ液圧制御モジュレータ、
パワーサプライユニット）電動パーキングブレーキ ほか

PICK UP

PICK UP PICK UP

ハイブリッド用ダンパー、電動ウォーターポンプ付タイ
ミングチェーンカバー、インバータ冷却用電動ウォー
ターポンプ、SUSエキゾーストマニホールド ほか

フロントマニュアルシートアジャスター、ソーラーパネル付
ムーンルーフ、塗布型制振材、インサイドドアハンドル、
体重検知センサー、体重検知ＥＣＵ ほか

※オプションの装備やグレードによって、搭載されていない場合もございます。

8製品3製品

25製品14製品
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新型プリウスにはアイシンの製品・技術が５０以上搭載されています。
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設備投資

2,595

1,230

2006
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2,202
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351351

844844
351

844

（年度）2005

■自己資本当期純利益率（ROE）
（％）

2006 2007 2008 2009

1,000
（見込み）

1,820

1,6741,452

1,720
（見込み）

△3.6

12.0

9.39.9

△2.9
（見込み）

前連結会計年度末
（2009年3月31日）

当第2四半期連結会計期間末
（2009年9月30日）

前連結会計年度末
（2009年3月31日）

当第2四半期連結会計期間末
（2009年9月30日）

（資産の部）
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　有価証券
　　たな卸資産
　　その他
　　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　機械装置及び運搬具
　　その他
　無形固定資産
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　その他

　　　貸倒引当金

合　計

科　目

（負債の部）
流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　その他
固定負債
　　社債
　　長期借入金
　　退職給付引当金
　　その他の引当金
　　その他
負債計

（純資産の部）
株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金
　　繰延ヘッジ損益
　　為替換算調整勘定
新株予約権
少数株主持分
純資産計

合　計

科　目

471,702
243,280
19,644

208,777
540,919
89,990

338,691
86,027
5,584

20,625
1,012,622

580,805
45,049
58,831

497,653
△ 20,728

30,373
54,827
△ 1,285
△ 23,168

1,302
197,002
809,484

1,822,106

455,682
194,397
36,960

224,324
461,499
69,989

287,985
84,485
6,260

12,779
917,182

618,398
45,049
58,831

535,242
△ 20,724

1,610
41,843
△ 1,330
△ 38,902

1,016
193,481
814,506

1,731,689

（単位：百万円）
■四半期連結貸借対照表の要旨

△
△

△

△

△

758,371
136,577
276,943
82,502

144,572
118,285
△ 509

1,063,735
766,085
235,305
363,919
166,860
16,612

281,037
212,029
69,512
△ 504

1,822,106

613,581
72,586

199,437
77,651

147,533
117,696
△ 1,324

1,118,108
841,571
245,050
410,882
185,638
18,905

257,631
190,406
67,777
△ 552

1,731,689

△
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連結決算
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■研究開発費
（億円）

2006 2007 2008 2009

1,153 1,159

951

1,050
（見込み）

当第2四半期連結累計期間
2009年4月 1 日から
2009年9月30日まで

前第2四半期連結累計期間
2008年4月 1 日から
2008年9月30日まで

売上高
売上原価
販売費及び一般管理費
営業利益又は営業損失
営業外収益
営業外費用
経常利益又は経常損失
特別損失
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失
法人税等
少数株主利益
四半期純利益又は四半期純損失

科　目

880,824
802,915
81,405
△ 3,496

10,763
8,722

△ 1,454
37,420

△ 38,874
△ 4,843

743
△ 34,774

1,304,590
1,146,284

101,117
 57,188
16,499
7,193

66,494
－

66,494
23,312
11,600
31,581

（単位：百万円）
■四半期連結損益計算書の要旨

営業活動によるキャッシュ･フロー
投資活動によるキャッシュ･フロー
財務活動によるキャッシュ･フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の四半期末残高

科　目

86,235
△ 79,133

49,924
2,691

59,717
143,804
203,521

95,724
△ 125,042
△ 27,405
△ 3,790
△ 60,514

190,245
129,730

（単位：百万円）
■四半期連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

当期純利益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
減価償却費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

△1,053億円
△44億円

+1,003億円

借入金増減額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
社債発行 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
配当金の支払 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

+461億円
+200億円
+115億円
△3億円

定期預金・有価証券増減 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
有形固定資産増減額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

△44億円
+528億円
△25億円

当第2四半期連結累計期間
2009年4月 1 日から
2009年9月30日まで

前第2四半期連結累計期間
2008年4月 1 日から
2008年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △94億円

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

459億円

773億円
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2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

0

20,000

40,000

10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
出来高（千株） 株価（円）

株  価

出来高

トヨタ自動車株式会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
株式会社豊田自動織機
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー（米）
日本生命保険相互会社
東和不動産株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社損害保険ジャパン
資産管理サービス信託銀行株式会社

65,558
28,262
19,658
16,209
12,829
7,938
6,344
5,902
5,855
4,319

23.3
10.1
7.0
5.8
4.6
2.8
2.3
2.1
2.1
1.5

■大株主（上位10名）

■株式の分布状況

発行する株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

700,000千株
294,674千株
26,073名

株主名 持株数（千株） 議決権比率（％）

国内事業法人等
33.2%

金融機関金融機関
30.930.9%
金融機関
30.9%

外国法人
21.3%

個人
9.6%

自己株式
4.5%

証券会社
0.5%

中間（円）
期末（円）
合計（円）

■1株当たり配当金
2005
13.0
19.0
32.0

2006
16.0
24.0
40.0

2007
24.0
36.0
60.0

2008
10.0

（未定）
（未定）

30.0
10.0
40.0

2009（年度）

※上記のほか、当社が所有している自己株式13,185千株があります。

※期末配当予想額は未定です。

■株価･出来高の推移 証券コード：7259　単元株式数：100株
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金融機関
30.9%

■会社データ（2009年9月30日現在）

■取締役・監査役および常務役員（2009年10月30日現在）

会 社 名
本 社 所 在 地

設 立 年 月 日
資 本 金
従 業 員 数

連結対象会社数

アイシン精機株式会社
〒448-8650
愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地
TEL  0566-24-8441（代表） 
1965年8月31日
450億円
単独 12,892人
連結 72,818人
連結子会社 154社（国内70社、海外84社）
持分法適用関連会社 10社

取 締 役 会 長

取締役副会長

取 締 役 社 長

取締役副社長

取締役副社長

取締役副社長

豊 田 幹 司 郎
山 内 康 仁
藤 森 文 雄
奥 　 矩 雄
中 村 俊 一
新 井 益 治

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

専 務 取 締 役

山 村 慎 一 郎
名 倉 敏 一
宮 本 　 豊
藤 江 直 文
森 田 隆 史
島 貫 静 雄
三 矢 　 誠
水 島 寿 之

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

内 本 恒 男
周 防 雅 弘
石 川 敏 行
川 田 武 司
石 川 　 勉

常 務 役 員

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

権 田 　 弘
豊 田 章 一 郎
山 田 洋 久
小 林 　 量

http://www.aisin.co.jp/ir

神 尾 哲 樹
辻 村 健 次
榎 本 貴 志
齋 藤 雅 康
宇 佐 見 一 美
加 藤 喜 昭
高 橋 　 寛
岡 部 　 均
吉 田 　 強
金 田 芳 彦
高 橋 清 一
矢 木 伸 介
杉 浦 正 泰

大 光 敬 史
後 藤 正 治
高 瀬 　 進
中 村 隆 次
桂 山 直 樹
石 川 雅 信
市 野 直 志
廣 　 隆 久

個人投資家の方向けの
ホームページを開設しました。

「株主・投資家情報」
をクリック!!

NEW

アイシンの財務情報
や新製品の情報など
最新情報がご覧いた
だけます。
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　毎年4月1日から翌年3月31日まで
　毎年6月
　3月31日　なお､中間配当を行う場合は､9月30日
　100株
　7259
　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
　〒137-8081 東京都江東区東砂7丁目10番11号

■
■
■
■
■
■
■
■

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
期末配当金支払い株主確定日
単 元 株 式 数
証 券 コ ー ド
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
連 絡 先

本紙は環境保護に配慮し、アメリカ大豆協会認定の
「大豆油インキ」を使用して印刷されています。

〒448-8650 愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地
電話（0566）24-8441(代表)

■中間配当金のお受け取りについて
今回お届けした第87期中間配当金領収証による配当金のお受け取り期間は2009年12月30日（水）までとなっております。
第87期中間配当金領収証をお持ちになって、お近くのゆうちょ銀行または郵便局でお早めにお受け取りください。
■株式手続きについて
株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合せください。
株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

■特別口座に記録された株式に関するお手続きについて
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀行各支店でも
お取り次ぎいたします。
■未受領の配当金について
受取期間終了後は、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
　お問い合わせ先 　株主名簿管理人　三菱UFJ信託銀行 証券代行部
　電話（通話料無料） 　0120-232-711（お問い合わせ：オペレーター対応）
 　0120-244-479（音声自動応答：用紙のご請求専用）
　ホームページ 　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

株式についてのご案内

株主インフォメーション
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